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少
年
野
球

準
優
勝
に

• 

役場企画室昭和 49年 9月発行

第
十
一
回
、
山
日
杯
少
年
野
球
大

会
は
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
四
日
間

甲
府
緑
ケ
丘
球
場
で
開
か
れ
、
こ
の

大
会
に
本
町
チ
ー
ム
が
初
出
場
し
、

県
下
十
四
都
市
、
百
二
十
八
テ

l
ム

の
な
か
か
ら
勝
ち
抜
い
た
十
四
チ
ー

ム
で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
前

評
判
通
り
、
大
型
打
戦

F

昭
和
'
の

長
打
力
が
連
日
爆
発
、
日
下
部
(
山

梨
市
)
を
降
し
、
決
勝
戦
に
進
出
、

南
巨
摩
代
表
増
穂
チ
l
ム
と
優
勝
を

か
け
戦
い
九
対
七
の
少
差
で
敗
れ
、

惜
し
く
も
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
し

た。⑬ 

⑪ ⑫  
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新増和湯五事武猿日 西塩昭春

町 李 下宝 日

A穂泉門丘崎川橋部 桂山和居

町の人口

9月 1日

3ザ128人

3119人

6，247人

1，539 FI 
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町
長
と
語
る
青
年
学
級
生

青
年
学
級
で
は
、

七
月
十
八
日
、
夜
七
時
三
十
分
よ

り
中
央
公
民
館
で
青
年
学
級
生
と
町
長
で
語
る
会
を
催

し
ま
し
た
。

乙
の
催
し
は
、
青
年
学
級
生
が
町
の
概
要
を
知
る
こ

と
と
都
市
化
す
る
町
の
変
貌
を
知
る
た
め
、
学
級
生
か

ら
の
要
望
で
催
さ
れ

乙
の
日
は
、
町
か
ら
町
長
と
教
育
長
が
、
学
級
側
か

ら
十
五
名
の
学
級
生
が
集
り
、
町
長
か
ら
町
の
概
要
に

つ
い
て
約

一
時
間
に
わ
た
り
説
明
を
受
け
、
後
、
学
級

生
か
ら
の
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
変
り
ゆ
く
町
の
変

貌
を
聞
き
、
学
級
生
も
あ
ら
た
め
て
自
分
ら
の
進
む
方

向
を
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

一
学
級
生
の
声

一。

私

た

ち

の
学
級
生
の
中
に
は
、
農
業
後
継
者
が
多

一

一
く
、
町
が
だ
ん
だ
ん
都
市
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
一

↑
が
、
こ
の
ま
ま
農
業
が
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
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一

一
O
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将
来
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ど
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わ
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を

・
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米
寿
に
金
盃
を
・
・
・
・
.. 

|

敬

老

の

日

|

町
で
は
、
敬
老
の
日
花
町
長
と
住

民
課
長
で、

今
年
八
十
八
才
を
迎
え

た
お
と
し
よ
り
の
お
宅
を
訪
門
し
、

米
寿
を
記
念
し
て
、
金
盃
と
記
念
品

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

本
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
お
と
し

よ
り
は
、

上
河
東
の
磯
部
き
よ
さ
ん

と
河
西
の
小
野
間
り
う
さ
ん
の
お
二

人
で
、
こ
の
お
二
人
K
町
長
か
ら
金

盃
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
町
で
は
、
敬
老
の
日
を
記
念

し
て
、
満
七
十
五
才
以
上
の
お
と
し

よ
り
の
万
々

K
高
齢
者
年
金
を
五
千

円
、
各
部
落
の
民
生
委
員
を
通
じ
て

差
し
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
の
最
高
齢
者
は
、
河

東
中
島
の
向
山
ち
よ
さ
ん
、
九
十
六

才
で
す
。

小
野
間
さ
ん

町
長
か
ら
金
盃
を
受
け
ら
れ
る

磯
部
さ
ん
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ま
ち
の
都
市
化
が
進
ん
で
い
く
中

で
の
農
業
後
継
者
の
あ
り
万
は
非
常

に
む
ず
か
し
い
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
農
業
経
営

も
、
大
型
機
械
導
入
と
施
設
園
芸
、

都
市
近
効
型
襲
業
と
新
し
い
農
業
K

'変っ

て
き
て
い
ま
す
。

町
で
も
農
業
振
興
地
域
の
耕
地
の

ほ
と
ん
ど
が
、
ほ
場
韓
備
(
耕
地
の

区
画
整
理
)
が
終
り
、
大
型
機
械
の

導
入
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
み
な
さ
ん
の
心
配
さ
れ
て
い

る
肇
巾
化
(
市
街
化
区
号
さ
れ
て

い
く
と
，乙
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

鳥
業
を
続
け
た
い
希
望
が
多
け
れ
ば

交
換
分
合
K
よ
り
集
団
的
緑
地
と
い

う
形
で
需
品
別
を
残
す
よ
う
に
す
る
。

集
閉
山
臨
時
地
が
残
せ
な
い
場
合
で
も
営

農
に
支
障
の
な
い
よ
う
開
発
許
可
の

時
点
で
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
青
産
に
つ
い
て
は
益
々
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
規
制

地
域
指
定
を
当
分
延
期
し
て
各
自
の

管
理
と
施
設
弦
香
を
侭
レ
て
お
り
本

年
度
共
同
に
よ
る
家
畜
ふ
ん
尿
利
用

抱
設
事
業
民
対
し
県
補
助
K
加
え
町

も
同
額
の
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

、近
い
将
来
食
糧
危
機
さ
え
叫
ば
れ

農
政
も
大
き
く
転
換
し
て
お
り
ま
し

て
農
業
も
見
直
さ
れ
る
時
代
に
き
て

広町和昭(3) 

お
り
ま
す
。
大
い
に
意
欲
を
盛
り
立

て
て
下
さ
い
。

町
の
将
来

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
れ
ば
ほ
と
ん

ど
の
万
が
市
街
化
、
都
市
化
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
好
む
と
好
ま
ぎ

る
と
に
係
わ
ら
ず
立
地
条
件
と
計
画

中
の
諸
事
業
か
ら
市
街
化
は
進
む
で

し
ょ
う
。

当
分
の
聞
は
現
在
の
市
街
化
区
域

内
の
都
市
胞
設
の
整
備
、
調
整
区
域

内
は
農
業
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
が
将
来
に
お
い
て
は
全
域
に
都
市

計
画
事
業
を
実
胞
、
市
街
化
を
進
め

十
年
後
に
は
世
帯
数
四
千
二
百
一円、

人
口
一
万
四
千
人
の
商
工
業
生
産
の

比
重
の
高
い
第
二
次
第
三
次
生
産
就

業
者
が
大
半
を
締
め
る
自
然
と
調
和

の
と
れ
た
田
園
都
市
と
な
る
で
し
ょ

P
円
ノ
。

そ
れ
に
備
え
て
次
の
構
題
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

1
生
産
地

区

(
工
業
団
地
)
生
産
緑

地
区
(
営
農
地
区
)
居
住
地
区
の

三
つ
の
基
本
要
素
に
よ
り
形
成
す

る
土
地
利
用
構
成
。

2
産
業
用
道
路
(
中
央
高
速
道
、
甲

府
都
市
計
画
面
路
、

県
道
甲
府
市

川
大
門
線
バ
イ
パ
ス
、
同
布
胞
竜

王
線
、
国
道
五
十
二
号
線
と
結
び

新
県
道
等
)
は
工
業
団
地
、
流
通

団
地
、
大
消
費
地
と
い
っ
た
生
産

消
費
拠
点
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
、

そ
の
他
の
町
道
、
私
道
、
農
道
の

生
活
直
結
道
路
の
分
離
に
よ
る
交

通
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
道
路
綱
の

整
備。

3
生
活
空
間
を
構
成
木
る
生
活
軸
の

設
定
。

4
甲
府
市
の
生
活
圏
に
含
ま
れ
て
お

っ
た
人
口
の
増
加

K
伴
い
新
た
な

生
活
圏
を
設
定
し
一あ
る
て
い
ど
自

己
圏
域
内
で
生
活
を
自
律
し
ま
た

無
秩
序
な
宅
地
開
発
を
防
ぐ
上
か

ら
も
生
活
環
境
単
位
を
設
定
す
る

5
公
園
胞
設
、
自
然
緑
地
、
沿
道
線

地
等
の
グ
リ
ー
ン
の
計
画
的
配
置

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
。

6
諸
胞
設
の
集
約
的
、
拠
点
化
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
化
。

要

霊

み
な
さ
ん
の
要
望
の
総
合
体
育
館

は
現
在
小
学
校
体
育
館
一
ケ
所
で
は

社
会
体
育
が
進
ん
だ
今
日
充
分
で
な

い
の
で
、
中
学
校
体
育
館
と
併
せ
て

建
設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

青
年
学
級
K
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
は
、
青
年
団
が
解
体
、
青
年
の
活

動
組
織
の
な
い
現
在
、
そ
れ
に
変
わ

る
も
の
と
し
て
配
慮
し
て
ゆ
き
た
い
。

町内に住む90才以上の方 安町内最高齢者交

河東中島の

向山ちよさん

昭和町老人クラブ役員名簿

年令|性別

女

女

女

女

女

女

女

男

94 

94 

93 

92 

91 

90 

96 

92 

鶴治

里ん

伊藤こいせ

ちょ

はな

ちょ

ちょ

中村いわの

名氏

西条二区|坂本

柳沢

石原

向山

雨宮

堀内

河東中島

河東中島

紙漉阿原

田

越

河東中島

住所

河東中島

押

新

区名 会長 年令 会員数

西条一区 野沢敬太郎 72 40 

西条二区 名執宇平 72 61 

清水新居 長田 文造 72 42 

西条新田 福島 賢 74 27 

押 越 有賀安定 77 58 

河東中島 雨宮英雄 74 76 

紙漉河原 神宮寺馨 77 37 

築地新居 河西幾太郎 68 53 

|飯 喰 平賀 誠 70 

河 西 五味良英 70 59 

上河東 井上 要 72 30 

499 
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力
強
く
宣
誓

す
る
名
取
さ
ん

報広町和昭

中巨摩郡体育祭

総合で6位入賞

第
二
十
五
回
、
中
巨
寧
郡
体
育
祭

が
、
七
月
二
十
一
日
午
前
八
時
よ
り

櫛
形
中
学
校
庭
を
中
心
会
場
に
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
大
会
会
長
広
、
昭
和
町
長
が
伝

り
、
開
会
式
に
は
田
辺
国
男
山
梨
県

知
事
を
は
じ
め
来
賓
、
大
会
役
員
、

選
手
総
勢
二
千
五

O
O人
が
参
加
し

選
手
を
代
表
し
前
年
度
総
合
優
勝
、

櫛
形
町
の
名
取
真
佐
恵
さ
ん
が
、
力

強
く
宣
誓
し
、
大
会
の
幕
が
開
か
れ

ま
し
た
。

本
町
も
各
種
目
に
参
加
健
闘
の
結

果
、
総
合
六
位
に
入
賞
し
、
優
勝
種

目
は
庭
球
で
、
陸
上
競
技
は
男
女
と

も
三
位
入
賞
の
す
ば
ら
し
い
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

押中県体育祭へ 6種目出場

押原中学校は、 8月に聞かれた第 25回、県下中学校総合体

育大会花、中巨寧郡を代表し野球部をはじめ、サッカ一、ハ/

ドボール、陸上、女子のバレーボール、ソフトボールの 6種目

に出場し活躍の結果女子ソフトボールは県下で 3位K入賞し七

また押原中学が県大会 6種目出場は創立以来初めてという輝

かしい成績でした。

でズご活 Z客

結果が実る

関東大会出場

が関東大会に出場し、東京体育館の晴れの

緑
ケ
丘
球
場
で
活
躍
の

押
原
中
学
校
ナ
イ
ン

になれないのか、あがってしまい、 2対 O

)との戦では、逆に 2対 Oで勝ち一勝一敗

大へんよろ ζ んでおりました。

舎町のしかも誕生してまだ日の浅い、ママ
とに大きな誇りと意義を見出すものです。
者を得た ζ とと同時K部長を中心Kよくま

な人間関係をつくり、忙しい家事の中から

励まし合い言わば和と努力の結果乙の成果

い乙とを成し遂げ、参加の栄光をから得た

参加の大き伝意義がある乙とと思います。

する乙とができるであろうし、やればでき

いかと思います。

(同行記者)
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関
東
大
会
に
出
場
の
昭
和
チ

l
ム

ー
夏
尽
体
育
館
l

小
沢
大
会
会
長
か
ら
優
勝
旗
を
受
け
る

女
子
優
勝
の
河
西
チ

i
ム

子供クラブ球技大会

昭
和
町
子
供
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

(
小
沢
弘
会
長
)
は
、
夏
休
み
の

八
月
四
日
、
男
子
は
押
原
小
中
学
校

校
庭
、
女
子
は
押
原
小
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
女
子
ド
ッ
ヂ
ボ

l
ル
の
部
落
別

対
抗
試
合
で
、
全
部
落
出
場
(
西
条

一一
区
二
チ
ー
ム
)
の
も
と
で
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
は
西
条
二
区

A
チ
l
ム
が
、
女

子
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
叱
河
西
チ
ー
ム
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
里
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
の

西
条
二
区
テ
|
ム
は
、
八
月
十
五
日

釜
無
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
か
れ
た
、

中
巨
墜
郵
大
会
に
出
場
、
一
回
戦
で

白
根
町
代
表
チ
ー
ム
と
対
戦
し
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
。

和と努力の年令別

バレーボール大会

〈女子 )

優 勝 ママさんバレー

8月 18日、まちのママさんバレー部

場所で活躍してまいりました。

成績は茨城(石岡)との戦では雰囲気

で敗けてしまい、しかし次の東京(梅田

の成績でした。

出場した選手は、よい土産ができたと

私は、勝敗もさる乙とながら小さな田

さんチームが、関東大会に出場できたこ

ここまで成長したかげには、よき指導

とまり、高度の連帯意識のもとに、豊か

夜のひと時を見出し、おIiK協力し合い

を得Tこ乙とと思います。

そして到底一朝一夕には成し得られな

その乙とは、高く評価できるし、そこに

またこれを契機に乙れから大いK飛躍

ると言う自信も大きな収穫の一つではな

今後の活躍を期待してやみません。

西条二区

清水新居

越

男子 35才以上

ソフトボール

優勝 西条二区

準優勝

位

位

押

河東中島

喰

河東中島

押越

飯

準優勝

位

位

結果

四

四

A
G

一
A

西条二区

間東中島

河西

清水新居

各 種 大

河東中島

上河東

:年令別

バレーボール大会

部落男1)野球大会

優 西条二区

子

勝

勝

位

位

男

優

(

優

準

勝

準優勝

位

四

西河位四
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報広町和昭

甲西町にトいよいよスタ

果園芸用プラスチック変成センター
市町村が共同出資をしてセンターを設立、処理工場の

建設を急いでいた。

同センターは、 4.2 4 3平方メート jレの敷地に管理

棟、工場練、破砕室、原料倉庫、ポンプ室が設けられ

工場陳や破砕室Kは破砕機、乾燥機、空気輸送装置、

溶融機、冷却装置、 トラックスケールなどが配置さ れ

ている。総事業費は約 2億 2.4 0 0万円である。

公害源となる廃プラスチックの再生利用は一石二鳥

であり、センターの活動が期待されている。

また、廃プラスチックの収集については、本町の場

合、処理対策協議会を窓口として収集計画をたて、農

業協同組合と共同して収集搬送を行なうこととしてい

る。収集料金など今後の課題も あるが県協議会におい

て最終的な煮詰め も行なわれている。

収集計画については、その都度チラシ等tとより周知

しますので農家の万々がこのセンターを最大限利用さ

れるよう望λでやみません。

県内の農業 4団体(ー経済連、果実連、信連、共済連)

と県、本町をはじめ 22市町村で設立した株式会社山

梨県園芸用プラスチック変成センター(社長・渡辺明

夫県経済連専務、中巨寧郡甲西町高田新田字河東)は

本月 2日から操業を開始しました。乙のセンターは、

圏芸用の使用済みプラスチックの再生処理、廃プラス

チックによる公害防止を図ろうとするもので、処理能

力は年間 11 0 0トン、廃プラスチックはブドウ用の

支柱Kn変身 s して県内のブドウ栽培農家に売り出さ

れる。

指設園芸の急速な発展と農産物の生産技術の向上K

伴なって園芸用プラスチック類の使用量は年ごと K増

える一万で、本町における年間処理量(推定)も 23 

トンにおよんでいる O ところが乙の廃棄処理となると

悩みのタネで、プラスチックのため土に埋めても関ら

ず、焼却しようとすれば有毒ガスが出るとあって胞設

闘芸農家は頭を痛めていた。そ乙で、昨年 4月騎行さ

れた新法による規制とともに、県内の農業団体、県、

昭
和
町
脊
年
学
級
と
玉
穂
村
青
年

団
は
、
七
月
六
日
(
土
曜
日
)
夜
七

時
半
よ
り
、
押
原
小
学
校
体
育
館
で

他
町
村
と
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
と

し
て
交
歓
会
を
開
き
ま
し
た
。

乙
の
夜
は
、
玉
穂
村
か
ら
十
五
名

昭
和
町
か
ら
二
十
名
が
参
加
し
、
自

己
紹
介
を
は
じ
め
歌
や
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
楽
し
み
、
最
後
K
今
日

一
日

の
反
省
を
一
人
二
一
一口
づ
っ
語
り
、
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

玉
穂
青
年
団
と
交
換
会
を

青
年
学
級
生

種
苗
管
理
施
設
完
成

昭
和
四
十
八
年
度
特
産
野
菜
生
産

団
地
育
成
事
業
と
し
て
、
最
近
急
速

に
栽
培
面
積
が
増
大
し
、
特
産
野
菜

と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
，
き

た
イ
チ
ゴ
栽
培
を
取
入
れ
て
、
種
苗

管
理
施
設
(
冷
蔵
庫
)
が
五
月
に
、

昭
和
農
協
押
原
本
所
K
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

R
C造

h
H

ノ。平
家
建

一
棟
三
四

・
四
平
行
米

総
事
業
費
四
百
七
一
万
九
千
円

明

細

国
庫
補
助
金
百
三
十
七
万
四
千
円

県

補

助

金

六

十

八

万

七

千

円

町

補

助

金

百

三

万

一

千

円

自
己
負
担
額
百
六
二
万
七
千
円

主
な
目
的
は
イ
チ
ゴ
の
株
冷
蔵
を

な
し
、
良
質
な
苗
を
生
産
す
る
目
的

で
あ
り
ま
す
が
、
イ
チ
ゴ
苗
を
冷
凍

し
な
い
場
合
K
ほ
、
一
般
物
資
も
取

扱
い
ま
す
の
で
農
協
へ
御
連
絡
下
さ

種
苗
管
理
施
設



報広町和

ゴヒ
長与3

農
業
者
転
職
訓
練
制
度

農
業
者
転
職
訓
練
は
、

農
業
構
造
の
近
代
化
を

図
る
総
合
農
政
推
進
の

一
環
と
し
て
、
農
業
以

外
の
産
業
へ
就
業
を
希

望
す
る
農
業
従
事
者
に

対
し
新
た
な
職
業
に
必

要
な
能
力
を
開
発
す
る

こ
と
に
よ
り
、

農
業
以

外
の
産
業
へ
の
就
業
を

容
易
に
し
雇
用
の
安
定

を
図
る
と
と
も
に
、
過

疎
対
策
と
し
て
「
一
村

一
工
場

」
対
策
事
業
を

兼
ね
た
職
業
訓
練
を
実

晒
す
る
こ
と
手
自
的
と

致
し
ま
す
。

次
に
県
立
甲
府
高
等

技
能
専

gT校
で
実
抱

す
る
農
業
者
転
職
訓
練

の
概
要
に
つ
い
て
記
し

ま
す
。

一
、
訓
練
の
対
象
者

現
に
農
業
に
従
事

し
て
い
る
者
、
ま
た

過
去
一
年
以
内
に
農

業
に
従
事
し
て
い
た

者
で
農
業
以
外
の
産

業
へ
就
職
を
希
望
す

る
者
。

こ
、
訓
練
科
目
お
よ
び
目

昭(7) 

標溶
接
科

訓
練
目
標

川
電
気
溶
接
、
ガ
ス
溶
接
、
ガ
ス

切
断
の
専
門
知
識
を
有
す
る
乙

ム」。
ω電
気
溶
接
、
ガ
ス
溶
接
、
ガ
ス
接

断
の
実
技
が
で
き
る
こ
と
。

三
一訓
練
施
設

設
置
場
所

甲
府
市
塩
部
三
丁
目

一
番
四
号

県
立
甲
府
高
等
技
能
専
門
学
校

四
、訓
練
の
編
成
単
位

訓

練

生

十

人

五
、
訓
練
期
間

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三
ヶ
月
間
(
四
二
五
時
間
)

六
、
受
講
者
に
支
給
さ
れ
る
職
業
訓
練

手
当

川
基
本
子
当

昭

和

町

在

住

者

七

五

O
円

ω扶
蓑
芋
当

配

偶

者

一

二

O
円

第
二
子

ま

で

一

人

三

O
円

第
三
子
ま
で
一
人

一
O
円

ω受
講
手
当
(
日
額
)
二
八
五
円

ω特
定
職
種
訓
練
受
講
奨
励
金

(
月
額
)
ニ
、

0
0
0円

同
通
所
手
当
(
月
額
)
運
賃
相
当

額

最

高

六

、

0
0
0
円

火
事
と
救
急
は

一
一
九
番
へ

最
近
、
火
事
の
と
き
一

一
O
番
へ

か
け
る
人
が
ず
い
ぶ
ん
い
ま
す
。

一
一
九
番
の
消
防
本
部
へ
か
け
な

い
と
火
事
の
現
場
確
認
、
な
ら
び
に

消
防
車
の
出
動
が
遅
れ
大
火
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
事
は
、
最
初
の

一
分
が
大
切
で

す。
火
事
と
救
急
の
電
話
を
か
け
る
と

き
は
、
必
ら
ず
一

一
九
番
と
ダ
イ
ヤ

ル
を
廻
し
ま
し
ょ
う
。

甲
府
地
区
消
防
本
部-つよし古

品
斗
J'つを

~

診

汁

検
日

て

刈

つ

助

日
ゆ

宗
μ

一

み

…
↓
晶
一

康健

…

字
名
の
書
き
方
に

ご
協
力
を

あ
て
名
は
、
町
村
名
、
字
名
、
番

地
ま
で
、
正
し
く
、
は
っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
年
賀
は
が
き
な
ど
の
や
り
と

り
の
場
合
、
例
え
ば
、
昭
和
町
、
大

山
太
郎
で
差
出
し
た
場
合
、
相
手
万

は
、
そ
の
ま
ま
書
け
ば
あ
て
所
に
配

達
に
な
る
と
思
い
書
い
て
き
ま
す
が

こ
れ
で
は
配
達
の
隈
大
へ
ん
乙
ま
り

ま
す
の
で
、
必
ら
ず
字
名
、
番
地
ま

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
部
落
花
お
住
ま
い
の

万
が
差
出
す
郵
便
物
K
は
、
宇
名
の

書
き
万
に
つ
い
て
、

C
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
町
西
条
地
区

西
条
一
区

0
0
0

西
条
二
区

0
0
0
番番
地地

住
宅
団
地
等
の
場
合
棟
番
号
や
室

番
号
な
ど
肩
書
も
お
忘
れ
な
く
。

ま
た
、
特
に
子
供
が
差
出
す
郵
便

物
に
は
、
必
ず
世
帯
主
の
名
前
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

田
富
郵
便
局
よ
り

1 0月の保健衛生行事予定

住民結核検診(第 1次)

告
白かロ

μ

央
民
H

中
公

月 日 時 間 場 所

午別 9:3cr4=日[10: 40 清水公会堂

10月1日 午前11:OO~后 新田公会堂
午后 1: 0小午后 4: 30 二区公会堂

午別 9:3か午目[11: 40 一区公会堂

10月2日 午后 1:00-4后 3: 30 押越公会堂

午后 3:4か午后 4:30 阿原公会堂

午目后rr 9: 3かヰ則 11: 40 中島公会堂

10月3日 午 1: 0かヰ后 3:00 築地公会堂
午后 3:1ひヰ后 4: 30 常永農協

午別 9:3かヰ則11: 00 上河東公会堂

10月4日
午前11: 1ひヰ前11: 50 樋口一雄氏宅

午后 1:0ひヰ后 3: 20 常永保育園

午后 3:30~后 4:30 公 民 館 前

種痘接種(乳児)Pl-----2

託児検診

妊婦検診

乳児検診

種痘判定 A10-----11 

種痘接種(小学校入学児及
卒業児)p1-----2

1 0月 1日(火)

2日(水)

3日(木)

4日(金)

17日(木)

23日(水)

24日(木)

25日(金)

26日(土)

31日(木)

第一次住民検診日程
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俳

句

…

L

売

ら

れ

行

く

田

蔓

珠

沙

華

の

花

五

味

正

泉

~

叫

乱

れ

と

ぶ

婿

蛤

の

群

や

秋

は

立

つ

磯

部

信

与

一

明

野

仏

の

人

寄

せ

け

ず

鯖

蛤

居

て

内

藤

ふ

く

志

~

川
叫

間
州
昼
下
り
祖
母
の
背
中
K
赤

と

ん

ぼ

塩

田

麻

子

~

日

訓

~

同
V

赤

購

蛤

か

さ

と

摂

想

破

れ

け

り

伊

藤

は

る

江

一

脚

タ

迫

る

野

の

哀

愁

に

蔓

珠

沙

華

清

水

年

江

~

仰

夢
珠
沙
華
年
第
え

て

幸

の

道

森

田

み

ず

ほ

~

矧

赤

鯖

蛤

黒

板

塀

の

陽

の

温

み

油

川

玉

江

~

動

か

ぬ

と

見

え

て

素

早

く

錆

蛤

逃

げ

河

野

美

子

~

一

夢
珠
沙
華
人
目
を
引
き
て

土

手

に

咲

く

中

沢

静

代

~

了
J
-
J
-
J
・
J
-
J
-
J
-
J
-
J
-
J
-
J
-
J
-
J
-
L

報広町和昭

電気器具の

じようずな使い方

受験資格

昭和 22年 4月 2日~

昭和 32年 4月 1日まで

K生れた男子

申込受付

9月 2日""""9月 30日

。詳細は昭和駐在所へ問合せ

て下さい。

電 話 2 0 5 5 

|山梨県警察官募集|

新
学
期
の
こ
ど
も
の

交
通
事
故
を
防
ご
う

夏
休
み
も
終
り
、
元
気
に
学
校
へ

通
う
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
す
が

例
年
こ
の
時
期
に
は
、
こ
ど
も
の
交

通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

ζ

ど
も
の
交
通
事
故
で
多
い
の
は

「
道
路
へ
の
と
び
出
し
」
と
「
自
転

車
運
転
中
」
で
す
。

こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

家
庭
で
は
、
お
母
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
、
交
通
安
全
教
育
を
し
て
下
さ

ま
た
、
ま
わ
り
の
者
も
、
こ
ど
も

が
道
路
で
危
険
な
行
動
K
出
よ
う
と

し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
、

遠
慮
な
く
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

一
万
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

乙
ど
も
が
予
測
し
な
い
行
動
に
出
る

も
の
で
あ
る
こ
と
チ
念
頭
K
お
き
、

特
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を
し
て
下

さ
い
。

滅

は

つ

十

丈

点
ピ
切

h
ま

ず

K
レ

を

0

日

る

ら

~

く

め
テ
チ
汁
い
え
た
ず
ん

J

お

ま
の
ツ
シ
費
考
く
当
乙
て

手
式
イ
は
消
を
よ
が
と
し

は
像
ス
で
を
所
が
光
た
離

グ
受
の
け
気
場
し
日
し
ら

‘
間
面
だ
電
き
通
射
燥
か

ス
瞬
前
た
の
置
風
直
乾
壁

A

B

 

節約にご協力を/

四
十
九
年
六
月
十
五
日
よ
り

八
月
二
十
四
日
届
出

出

生

細

川

浩

二

父

勝

彦

長

男

河

西

清
水
陽
子

F

佳

使

二

女

河

西

志
村
英
一

F
忠
良
長
男
上
河
東

深
沢
エ
リ

8

松
雄
長
女
上
河
東

望
月
勝
利

n
専
二
郎
長
男清

水
新
居

今
村
博
臣

p

忠

臣

長

男

河

西

五

味

勇

H

正

雄

二

男

河

西

堀
之
内
幸
子
s
善
三
長
女

一

区

安
藤
か
お
り
H

正

己

長

女

飯

喰

佐
野
美
穂

E

美
発
長
女
上
河
東

平
出
和
成

n
市

郎

長

男

二

区

保

坂

敏

也

'

洋

長

男

一

区

山
下
か
お
り
9

肇
二
女

河
東
中
島

H

二
三
雄
長
女

清

水
二

区

押

越
二

区

上
河
東

広、川、り岩
池
広
美

斉
藤
智
子

浅
川
哲
次

向
山
健
一

中
込
一
也

F

輝
昭
二
女

F

武
男
二
男

P

善
治
長
男

H

一
三
長
男

婚

姻

村

松

繁

平

堀
内
サ
ザ
子

志

村

正

明

、
久

我

春

子

山

田

守

茂

石

川

悦

子

刑

沢

秀

次

広

瀬

洋

子

山

内

義

晴

小
幡

幸

今

村

好

房

渡
辺
み
ど
り

堤

士

郎

小
林
ち
づ
る

水
上
文
子

樋
口
政
樹

小
林
一
公

小
林
正
人

井
川
佳
子

石
原
麻
子

宮
本
美
絵

今
沢
英
美

細
田
夏
樹

堤本草
μλ 
美

妻夫

エ

三 士 征 英 康 敬 孝 功 政
智満郎勇生雄徳雄人一雄良
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